
神戸市における救急活動の実態と分析 

 

近畿大学工学部 正会員 高井広行

  
１．はじめに  我が国における救急出動件数は毎年増

加傾向にあり、今後の高齢化社会に多くの問題を抱えて

いる。神戸市では事案発生から現場到着までに要する時

間（レスポンスタイム）に３分の目標時間を設定し活動

しているが、全体のわずか 20％にも達していないのが現

状である。しかも、10 分以上要した救急活動は全体の 6％
にも及んでいる。これは、毎年増加している救急需要や

交通事情の悪化・都市環境の変化によるものと考えられ

る。そこで、レスポンスタイムや救急の総所要時間を少

しでも短縮するため、救急隊の活動に焦点を当て考察す

る。本研究は主として平成元年から平成 11 年までの神戸

市内で出動した約 50 万件の救急出動を対象としている。 
２．神戸市の救急活動の実態 
（１） 年別救急出動件数 
 平成元年から平成 13 年までの全救急出動状況を傷病

程度別に表１に示す。この 13 年間の中で最も出動件数の

多い年は、平成 13 年の約 5.9 万件となっており、１日平

均約 162 件の救急活動が行われている。毎年増加傾向に

あり、この 13 年間で約 2.4 万件増加している。しかし、

傷病程度でみると 56％が軽傷での出動である。 
表１ 傷病程度別救急出動件数（件） 

   
（２）救急隊別出動件数 
 平成 11 年までの救急隊別の出動件数を表２に示す。毎

年、出動件数の多い救急隊は葺合・生田・兵庫・長田救

急隊など都心部の隊である。また、出動件数の少ない隊

は深田池・有馬・道場・押部谷・水上救急隊など山間部

や新設の救急隊があげられる。最も多い救急隊と少ない

救急隊とは年に 2 千件以上の差があることがわかる。 

表２ 救急隊別出動件数（件） 

 
３．神戸市における救急隊別の救急活動の実態 
救急活動の中で重要と思われるレスポンスタイム（出

動～観察開始）とオールプレホスピタルケア・タイム（出

動～病院到着）に関して救急隊ごとについてみる。 
（１）レスポンスタイム 
平均レスポンスタイムを表したものを表３に示す。目

標時間の３分以内をクリアしているのは、兵庫救急隊の

平成２年、生田救急隊の平成４年・平成５年の２救急隊

のわずか３回だけである。短いのは中央区・兵庫区など

の都心部に位置する隊である。逆に長いのは北区・西区

などの山間部に位置する救急隊が多い。約２倍の開きが

みられる。  表３ レスポンスタイム（分） 
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（２）オールプレホスピタルケア・タイム 
 平均オールプレホスピタルケア・タイムを表したもの

を表４に示す。時間を要していない地区は中央区・兵庫

区・長田区と都心部で出動範囲の狭い救急隊に偏ってお

り、時間を要している地区は西区・北区と山間部で出動

範囲の広い地区に多いのがわかる。要する時間も各救急

隊とも５～６分毎年増加傾向にあるといえる。都心部に

近い救急隊は救急病院の数や位置に関して山間部と違っ

た条件を有している。しかし、山間部でも広域救急（自

動車道路を利用）を考慮した計画も進んでおり、所要時

間にも徐々に改善が期待される。 
表４ 平均オールプレホスピタルケア・タイム

 

（３）GIS による救急事案発生地点の表示 
ここでは、レスポンスタイムが長い西区・北区の平成

11年において10分以上要した事案について示した。 

西区には西・平野・押部谷の３つの隊が存在する。西

神ニュータウンなどの建設により人口は平成６年に 20
万人突破し急速に増加している。面積は 137ｋ㎡と市域

の約４分の１と２番目に広い。その西区におけるレスポ

ンスタイムが 10 分以上の地点を図１に示す。本地区は新

興住宅地であり類似した新住宅の密集した地区である。 

 
図１ 西区のレスポンスタイムが 10 分以上の地点 

 北区も救急活動時間が長く、北・山田・有馬・道場の

４つの救急隊が存在する。団地開発が進むにつれて人口

が急増し、現在では約 22 万人と区当初の２倍である。面

積は約 241ｋ㎡と神戸市の 44％を占め、垂水区以外の各

区と境界を接している。その北区におけるレスポンスタ

イムが１０分以上の地点を図２に示す。本区も活動範囲

が広く、さらに、最近の新住宅団地の建設による都市化

により時間も比較的長く、改善が必要な地区である。 

 図２ 北区のレスポンスタイムが 10 分以上の地点 
４．まとめ 
毎年増加する救急出動件数や交通事情の悪化・都市環

境の変化による影響の中で、各救急隊のすべての活動に

要する時間が毎年増加する傾向にある。最も救急出動件

数が多かった兵庫救急隊では平成１１年では約３時間に

１件の割合で出動し、１件平均 47 分要している。昼夜の

活動を考えると昼間における活動に限界が在る。 
また、レスポンスタイム、プレホスピタルケア・タイ

ム、オールプレホスピタルケア・タイム、総所要時間と

もに、区の面積が大きく走行距離に影響し、西区・北区

の救急活動の遅延が指摘され、救急隊を新設するなどの

解決策がとられているが未だ解決には至っていない。比

較的迅速な救急隊は、中央区・兵庫区などの都心部に多

く、面積が狭く走行距離が短いというのが大きな要素だ

と考えられる。しかし、神戸市の目標としている“３分

救急”を達成しているとは言いがたい。この“３分救急”

を達成できた比率は全救急隊でわずか１１％しかなく、

１０分以上を要した救急活動は全体の６％も占めている。

今後の課題としては、さらに資料を分析し合理的で公平

な救急活動の実現へと結びつけていく必要がある。 
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